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は じ め に 

 

 養父市では、第２次総合計画の施策や第２期養父市教育振興基本計画などに基づ

き「平成 29年度 教育推進の重点」において、乳幼児教育３項目、学校教育４項

目、社会教育４項目の重点目標を掲げ、保護者や地域の方々のご理解とご支援をい

ただきながら、「０歳からの一貫した教育環境づくり」を果たすべく諸施策を推進

しました。 

 

 乳幼児教育では、子育て支援施策の充実やこども園等における質の高い保育・教

育の提供に取り組みました。家庭や地域と連携を図り、乳幼児一人一人の発達の特

性を理解し、基本的生活習慣の確立に努め、多様な遊びや体験活動、こども園同士

の交流会や異年齢交流を図り、豊かな感性と表現力、人とかかわる力の基礎を育む

とともに、物事に自ら取り組もうとする意欲、健全な生活を営むための必要な態度

の育成に取り組みました。さらに運動遊びによる基礎体力の育成に努めました。こ

れらの取組を通じて「生きる力」の基礎を育んでいます。 

 

学校教育では、小学校と中学校が共に義務教育を担う学校として小中一貫教育の

効果的な推進を図るため、学習指導や生徒指導において互いに協力し、責任を共有

しながら「めざす子ども像」の実現に向けた取組を進めてきました。そして、地域

ぐるみで９年間の成長を支えるために、地域との連携・協働の取組をさらに進めて

きました。 

この小中一貫教育の取組を通じて、ふるさと養父市に誇りをもち、ふるさとを語

れる子どもたちの育成をめざしてふるさと教育にも取り組みました。 

食育では、「やっぷーメニュー」等の取組により食育に対する理解を深めながら、

安全・安心な給食の提供に努めました。 

学校施設環境整備では、より良い教育環境づくりのため、各小中学校の修繕工事

を実施しました。また、学校における ICT環境の充実にも努めました。 

 

社会教育では、市民が生きがいを持って生涯学習を推進するため、さまざまな学

びの機会を提供し、市民の自発的な学習活動を支援しました。また、養父市らしい

歴史と文化に根ざしたまちづくりを推進するため、近代化遺産、伝統的建造物群な
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どを調査するとともに、国・県指定文化財の保存・修復に努めました。 

生涯スポーツでは、スポーツがもたらす健康や生きがい、交流づくりなどの効果

を再認識し、ライフステージに応じて気軽にスポーツに親しむことができる環境づ

くりに努めました。 

  

このたび、取りまとめた「平成 30年度養父市教育委員会の点検・評価」は、平

成 29年度中に養父市教育委員会が取り組んだ主な施策・事業について、点検・評

価を行ったものです。この点検・評価の実施と公表により、広く市民の皆様に教育

委員会の活動状況や教育施策の実施状況をお知らせするとともに、「生きる力を生

涯学ぶまち」の実現に向け、より効果的な教育行政の推進に努める所存です。       

 

養父市教育委員会 
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教育委員会の点検・評価について 

 

養父市教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定

に基づき、効果的な教育行政の推進に資するとともに市民への説明責任を果たすた

め、平成２９年度事務事業の点検及び評価を実施し、その結果を報告書にまとめ、

議会に提出するとともに、これを公表するものです。 

 

※参考 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定

により教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第三

項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理

及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作

成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し

学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

 

１ 趣旨 

 教育委員会が、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検

及び評価を行い、課題や対応方法を明らかにすることにより、効果的な教育行政の

推進に資するものです。 

 点検及び評価の結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表す

ることにより、市民への説明責任を果たしていきます。 

 

２ 対象 

 点検・評価は、養父市教育委員会の「平成２９年度教育推進の重点」の重点課題

である教育総務２項目、学校教育４項目、乳幼児教育３項目、社会教育４項目及び

教育委員会の活動状況、学校教育環境整備について（下記の１３項目）対象といた

しました。 
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（教育総務） 

（１） 教育課題の把握と提言を行い、教育行政を推進する 

（２） 施設整備の充実を推進し、教育環境を整える 

（学校教育） 

（１） 自立して物事に挑戦する態度を育成する 

（２） 「生きる力」を育む教育を推進する 

（３） 子どもたちの学びを支える仕組みを確立する 

（４） 教職員としての専門性と実践的指導力の向上に努める 

（乳幼児教育） 

（１） 発達や学びの連続性を踏まえた乳幼児教育の充実を図る 

（２） 多様な遊び・体験を通して自立と協同の態度を培う 

（３） 子どもを安心して育てられる環境づくりを進める 

（社会教育） 

（１） 市民の学習ニーズに応える社会教育を進める 

（２） 家庭・地域・学校が連携して、心豊かな心を育む青少年を育成する 

（３） ふるさとの文化財を継承し、その保存と活用を進める 

（４） 「元気な養父市～ひとり１スポーツで健康づくり～」を進める 

３ 点検・評価の方法 

① 評価項目

上記の重点課題ごとの具体的な方策について評価項目にしています。

② 取組内容

項目ごとに実施した主な取組み内容を示しています。

③ 達成状況

Ａ 目標が達成できた  Ｂ 目標が概ね達成できた

Ｃ 目標が余り達成できなかった Ｄ 目標が達成できなかった の４段階

で評価しています。

④ 担当課評価・改善の方策

担当課の評価・改善方策を示しています。

⑤ 自己点検・評価委員会評価

自己点検・評価委員会で行った事務事業の点検・評価、達成状況の評価を

示しています。

⑥ 外部評価委員会評価

外部評価委員会で行った検証・評価の意見及び達成状況の評価を示してい

ます。
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４ 学識経験者の活用 

  点検及び評価を行うにあたっては、教育に関する学識経験を有する者の知見の

活用を図ることにより、客観性を確保するものであり、養父市教育委員会外部評

価委員会規則に基づき、５名の委員の方々から様々なご意見とご指導をいただき

ました。 

① 養父市教育委員会外部評価委員会委員

役 職 名 氏 名 

委 員 長 矢 野 尾 清 佑 

副委員長 和 田 祐 之 

委 員 前 田 日 出 子 

委 員 相 地 宏 樹 

委 員 佐 谷 真 理 

② 養父市教育委員会外部評価委員会開催日

・ 第１回 平成３０年８月１７日 

・ 第２回 平成３０年８月２４日 

・ 第３回 平成３０年９月３日 
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養父市教育委員会の平成 30年度（平成 29年度対象）点検・評価について 

総括

今期は、前期より再任された委員５名の構成で審議を行いました。

 限られた時間ではありましたが、全員が引き続き再任され、一年間評価委員とし

ての目線で教育施策に注目してきたことで、より深く掘り下げた意見を出し合うこ

とができました。

養父市教育委員会の平成 30年度（平成 29年度対象）の内部評価は、担当課の自

己評価において、34事業にうち、４段階における A評価が 18事業、B評価が 16

事業と目標を達成、或いは概ね達成できており、評価委員会における評価でも A

評価が 15 事業、B 評価が 19 事業でした。このように高評価を得ていることは、

市民としても大変喜ばしいことです。外部評価委員会においてはA評価を 21事業、

B評価を 13事業といたしました。 

Ⅰ 教育総務課の分野について

・教育委員会の会議運営や開かれた教育委員会のための定例会議の開催や広報

活動について努力をされていますが、さらに速やかな情報の公開が望まれます。

教育委員の活動については、学校園の訪問や教育行事等へ参加し、積極的な委

員活動に努められています。

・奨学金制度は、定住促進のための事業として永続的に実施できるよう、引き

続き検討しながら進めるとともに、魅力の感じられる制度にしていくことが必

要だと考えます。

・各学校の施設修繕及び整備については、安全な学校施設を維持するため適切

に行われていますが、ＩＣＴの整備や老朽化対策など計画的に予算化し、子ど

もたちの安心・安全のために今後も速やかに対応していただきたいと思います。

また、平成２９年度は学校施設において凍結による漏水の報告がありましたが、

日ごろから各学校での施設の点検・管理を徹底する必要性を強く感じました。 
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Ⅱ 学校教育課の分野について

・兵庫型「体験教育」や「やぶっこ夢プラン」など、各校区や養父市の特色を

生かした体験活動に工夫しながら積極的に取り組まれています。

・今年で４年目を迎えた小中一貫教育の推進については、各中学校区で計画的

に取り組み、小中連携の深まりや教職員の意識の向上が認められ、良い方向に

進んでいますが、市民への周知については市としての目標を具体的に示す必要

があると感じます。

・通学路の安全については、建設課などと連携して関係機関に積極的に働きか

け、子どもたちの安心安全の確保のため努力されています。また防災教育につ

いては、防災訓練を地域と連携して実施した学校もあり、今後は地域特性を考

慮した、地域との協働による訓練が各校で取り組まれることを期待しています。 

Ⅲ こども育成課の分野について

・個々に応じた幼児保育の充実のため、保育指導や研修が計画的に実施され、

支援の必要な子どもには早い段階でサポートファイルを作成し、関係機関と連

携を取りながら保育を進めるなど、きめ細やかな支援がなされていることを強

く感じました。また、保育士・臨床心理士・家庭相談員などの相談体制が整っ

ており、今後もさらなる充実を図っていただきたいと考えます。

・子育て移住サポートセンターの開設により、子育て、移住相談などの環境整

備が行われており、有効な活用が望まれます。また、市内のどこにいても子育

てサポートが受けやすいよう、子育て広場などの運営について地域自治協議会

との連携強化を図っていただきたいです。

・学童保育の時間拡充や日曜日等における小学生の一時預かりについては、保

護者のニーズに応えて充実した就労等への支援が行われています。

Ⅳ 社会教育の分野について

・青少年健全事業として実施されている「チャレンジキッズ」、「放課後こども

教室」、「子連協ドッジボール大会」は体験学習の場や子どもの居場所として、
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大変好評で、引き続き実施していただきたい事業です。今後も家庭・地域・学

校が連携して、豊かな心を育む青少年健全育成事業を望みます。

・文化財の保存と活用については、鉱山遺産の日本遺産の認定や３階建養蚕住

宅の重要伝統的建造物群保存地区の選定など、養父市の文化財の価値が認めら

れ、目標を超えた大きな成果を上げています。また、その魅力についてもホー

ムページ等で積極的に発信されています。今後は地域とも連携しながら活用し、

ふるさとの文化財として継承していただきたいです。

Ⅴ 生涯スポーツセンターについて

・生涯にわたるスポーツライフの実現に向けて、スポーツ施設が有効に活用さ

れ、市民が目的や年齢に応じてスポーツができる環境づくりがなされています。 

・スポーツイベント、スポーツ教室等を実施し、スポーツ人口の確保と普及、

健康づくりの推進に尽力されている様子が伝わってきました。参加者数が目標

に達しないイベントもあるようですが、継続・定着を大事にしながら市民への

周知・啓発を積極的に行っていただき、ひとり１スポーツで健康づくりに役立

てばと思います。

・スポーツクラブ２１の支援については地域自治協議会との連携を深め、団体

の運営状況等について広く市民に周知し、地域のスポーツの普及を図られるこ

とを望みます。

Ⅵ 給食センターについて

・教育活動全体を通じた食育の推進による食習慣の形成を目指しており、栄養

教諭による食育指導や体験活動、保護者への啓発も積極的に行われています。

また、「やっぷーメニュー」、「学校給食甲子園」、「但農給食の日」など給食内

容も工夫されており、充実した給食が提供されています。

・地産地消の推進と安全安心な食材については、市内の生産者グループ等から

の野菜の調達にも取り組まれていますが、子どもたちの健やかな成長のため、

有機 JAS やひょうご安心ブランドに認定されている安全・良質な野菜の提供

のための取り組みも研究していただきたいと考えます。また、食材の高騰や消
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費税の増税等、給食費の値上げについても検討が必要な時期かと思います。

様々な課題があろうかと思いますが、子どもたちの健康が保持・増進されます

ようよろしくお願いします。

（おわりに）

  毎年、教育推進の重点を掲げ、個々に推進の重点を具体化した事業を設定し、

精力的に取り込まれていることに敬意を表します。

外部評価について主に調書と身近に関わっている部分だけで評価することは、

大変難しい作業でありました。私たちも養父市の教育行政に関心を持ち、関わる

ことは当然ですが、今後は、少しでも客観的に評価できるよう、取り組み内容の

設定や成果等を分かりやすく表現する工夫もしていただきたいと考えます。

また、教育の分野においては目標に対する効果が数値化しにくい部分がある中

で、達成状況の評価をどうとらえるかが各課で統一されていないように感じられ

ました。今後は担当課評価の段階で協議する必要があると思います。

「教育は国家百年の大計」という言葉があるように、教育の成果は、数年で結

果が出るものではありません。50 年、100 年といった長期的なスパンで考える

ものです。願わくは、養父市で育ち教育を受けたことが良き思い出としていつま

でも心に残り、どこにいても我がふるさとを思える人に育って欲しいものです。 

養父市教育委員会外部評価委員会
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○ 【 担当課 自己評価 】 

○ 【 教育委員会  評価】 

○ 【外部評価委員会評価】

１　本年度の教育推進の重点

教育委員としての活動

定住促進のための事業であり、今後
も継続した実施が必要である。必要
に応じてＰＲ方法等を検討し、魅力
の感じられる制度とされたい。

Ｂ

この制度が永続的に実施され、若者定住
の成果を上げるとともに、必要に応じて
制度の内容を検討し、魅力ある制度に仕
上げていくことが望ましい。

Ｂ

学校園訪問や視察・研修等に参加
し、現場の実態把握や教育委員の見
識を深める取組を積極的に行ってい
る。
今後も積極的な委員活動に努められ
たい。

Ａ

教育委員の諸活動については、学校園の
訪問や視察・研修等、現場への指導助言
や状況把握に積極的に努められている。

ＡＡ

〇委員が積極的に学校現場や社会教育関
係団体の実施する行事に参加し、現場の
実態や市民の状況把握に努めた。
・学校訪問　7校
・ﾄﾗｲやる視察等　1回
・県教育委員総会、研修会　4名参加
・女性委員研修会1回　2名参加
・近畿教育委員研修会1回　4名参加
・県新任教育委員研修会1回　３名参加
〇学校教育現場や社会教育関係団体等の
行事に積極的に参加し、市教育行政、教
育活動の現況把握に努めた。

３

４

若者未来応援奨学金制度 ①若者未来応援奨生の募集と奨学生の決定
　平成２８年度からスタートした奨学金制度
の見直しを行い奨学生の募集と奨学生の決定
と奨学金を貸与する。
　奨学金継続願の申請のあった平成２８年度
奨学生に対し審査を行い、奨学金を貸与す
る。

Ｂ

〇奨学金制度の見直しを行い奨学生を募
集した。その結果、応募のあった11名を
奨学生として決定し、継続願者24名と合
わせて35名に奨学金を貸与した。
〇今年度の募集要項は、2月市広報、Ｈ
Ｐで周知を図ったが応募者は11名であっ
た。本制度の細やかなＰＲ方法と周知を
図る必要がある。

２　本年度の推進の重点を具体化した事業

　　①教育委員会の会議運営

１

教育委員会の会議運営

①学校訪問の実施
　こども園、小・中学校を訪問し、学校経営
研究会で直接助言を行う。
②教育行事への積極的な参加
　市、学校、各種団体が主催する行事に積極
的に参加し教育活動の状況を把握する。
③各種研修会への参加
　県教育委員会、但馬・県・近畿連合会の主
催する研修会に積極的に参加する。

　　②開かれた教育委員会

〇月例の教育委員会を計12回開催し21件
の議案審議を行った。会議前には事前協
議する場を設け会議の円滑化を図った。
また、関係例規の制定や改正について慎
重に審議し、例規の整備と公布を行っ
た。
〇新しく2名の委員が選任され活発な意
見交換が行われている。
●課題
円滑な審議を行うため、余裕のある議案
資料の送付を心がける必要がある。

①市ホームページ、市広報の活用
・市のホームページを活用して議事録等の公
表を行う。また、市広報を利用して教育委員
会関連行事や活動を紹介する。
②教育委員会だよりの発行
・教育委員会だよりを２回発行し、教育委員
会の諸活動をPRする。

①定例会議の開催
・月１回の定例会議を開催し提案された議案
の審議を行い、例規の制定並びに規則等の改
正や廃止について審議する。また教育行政の
諸課題について意見交換を行う。

開かれた教育委員会
〇教育委員会の諸活動について、養父市
ホームページを利用した情報提供を行っ
た。また、市広報にも関連記事の掲載を
行った。今年度から教育委員会だよりを
年2回発行した。
●課題
ホームページへの情報掲載が遅れた。速
やかな情報掲示が必要。

　評　　価　　項　　目　 取　組　内　容

Ｂ２

平成３０年度（平成２９年度対象）　養父市教育委員会評価調書

 教育総務
 １　教育課題の把握と提言を行い、教育行政を推進する

達成状況

３　自己評価結果 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成できなかった　Ｄ目標が達成できなかった）

自己点検・評価委員会による評価

推進の重点

担当課評価・改善の方策

月例の会議では活発な意見交換が行
われており、適正な会議運営が行わ
れている。
円滑な審議のため、議案資料の事前
送付や議事進行の方法を課題に応じ
て工夫されたい。

評価者の別

○印教育総務課

Ｂ

達成状況

新たに教育委員会だよりを発行する
など、情報発信に努めている。ホー
ムページの掲載については情報過多
にならないよう内容を精査すること
も必要である。

Ｂ

　　③教育委員としての活動

Ｂ

Ｂ

４　評価項目ごとの評価　（Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成
できなかった　Ｄ目標が達成できなかった）

達成状況

教育委員会だよりを発行し、教育委員会
の諸活動についてＰＲが行われている。
ホームページの情報掲載を速やかに行う
ことと、掲載内容の整理が必要である。

Ｂ

教育委員会定例会議については適正な会
議運営がなされている。事前協議の開催
等、会議運営の円滑化が図られ、活発な
意見交換が行われている。

外部評価委員会による評価
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〇

○

○印 ○

１　本年度の教育推進の重点

平成３０年度(平成２９年度対象)　養父市教育委員会評価調書 評価者の別

教育総務課

【 担当課 自己評価 】 

【 教育委員会  評価】    

【外部評価委員会評価】

Ｂ

推進の重点

担当課評価・改善の方策達成状況取　組　内　容　評　　価　　項　　目　

 ４ 評価項目ごとの評価 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成できな
かった　Ｄ目標が達成できなかった）３　自己評価結果（Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成できなかった　Ｄ目標が達成できなかった）

Ａ

Ｂ

子どもたちの安心・安全な教育環境の整
備については、限られた予算の中ですべ
ての要望に応えることは難しいが、計画
的に予算化し、できるだけ速やかに対応
していただきたい。また、日ごろから各
学校での施設の点検・管理についても徹
底していただきたい。

ＩＣＴの整備については年次計画を策定
し、計画的に速やかに整備されている。
学校のニーズに応じた施設・設備の充実
が必要である。

自己点検・評価委員会による評価 外部評価委員会による評価

限られた予算の中で、安全・安心な教育環
境の整備が適正に行われている。老朽化の
進む学校もあるため、今後も定期的な点検
と計画的な維持修繕を行う必要がある。

Ｂ

達成状況達成状況

 教育総務
   ２　教育施設整備の充実を推進し、教育環境を整える

②小・中学校のパソコン等整備事業

①小・中学校施設の維持管理等

①安全で快適な学校施設を維持するため、
施設の修繕工事の実施、施設の点検業務を
実施する。
・養父市CATV電話をｲｵ光電話に変更
・電気設備定期点検、消防設備点検、地下
タンク点検
・エレベータ修繕、プール循環モータ修繕
・養父小地下タンク撤去、特支教室修繕
・広小エアコン修繕、プールテント修繕
・高柳小学校電話交換機更新
・八鹿小排水路土砂撤去
・伊佐小水道配管修繕
・小中学校漏水修繕工事

Ｂ

○市内９小学校、４中学校の児童、生徒が安
全で安心して学習できるよう教育環境の維持
管理に努めた。
○学校施設の漏水が多数報告があった。日頃
から施設の点検や水道、電気、ガス等の使用
量に留意して管理する必要がある。また、施
設の定期的な点検と、優先順位を定めた計画
的な修繕が必要である。

２　本年度の推進の重点を具体化した事業

ICTの整備については年次計画に沿って適
正に実施しており、整備の時期についても
速やかに行われている。
机の購入については学校のニーズにも対応
しながらさらに進める必要がある。

小・中学校施設の維持管理1

小・中学校教育環境の充実2 Ａ

○国のICT整備目標の達成に向け、養父市ICT
整備計画の年次整備計画に沿い整備を行っ
た。5月に入札し夏休み期間中に整備を完了
した。
○今後も年次計画に沿い計画的にICT機器を
更新する必要がある。

〇予定通り、夏休み期間中に更新することが
できた。

①小中学校のパソコン等整備事業
・H21年度に整備したPC等が更新時期とるた
め、平成28年度に中期整備計画を策定し年
次計画に沿った整備を実施した。
平成29年度はセンターサーバの増強、6校
（広谷小、高柳小、八鹿小、宿南小、大屋
中、関宮中）の先生用PCを更新する。

②小学校机購入事業
・旧JIS規格の机、椅子を使用している小学
校の机等を新JIS規格の机に更新。
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〇 【 担当課 自己評価 】 

○ 【 教育委員会  評価】    

○印 ○ 【外部評価委員会評価】

１ 本年度の教育推進の重点

４　評価項目ごとの評価　（Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標
が余り達成できなかった　Ｄ目標が達成できなかった

　②兵庫型「体験教育」、「やぶっ子夢プラン」の効果的な推進

平成３０年度（平成２９年度対象）　養父市教育委員会評価調書 評価者の別

学校教育課

推進の重点 １　自立して物事に挑戦する態度を育成する

２ 本年度の推進の重点を具体化した事業

　①教育活動全体を通じた組織的・系統的なキャリア教育の推進

　評　　価　　項　　目　 取　組　内　容 達成状況 担当課評価・改善の方策

３　自己評価結果　（Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成できなかった　Ｄ目
標が達成できなかった

自己点検・評価委員会による評価 達成状況 外部評価委員会による評価 達成状況

１

　教育活動全体を
通じた組織的・系
統的なキャリア教
育の推進

〇キャリア教育の目標を明確に
した全体計画、年間指導計画の
作成

〇職業観、勤労観等の育成をめ
ざした「トライやる・ウィー
ク」の実施

Ａ

〇全小中学校で全体計画、年間指導計画を作
成し、活用することができた。
◯小中一貫教育推進の観点から取り組んでい
る「やぶ・ふるさとキャリア教育」カリキュ
ラムの内容を精査するとともに、キャリア
ノートとの関連を図る取組を進めることによ
り、より実践的な取組となった。

〇生徒の希望に基づきながら地域の事業所と
連携し対象の学年全生徒が参加し実施するこ
とができた。
◆地域行事等への生徒の積極的な参加を促す
ための「トライやる・アクション」の活動を
さらに工夫する必要がある。

２

　兵庫型「体験教
育」、「やぶっ子
夢プラン」の効果
的な推進

〇自然学校、環境体験事業等、
体験活動の効果的な実施

〇「山の学校」をはじめとする
「やぶっ子夢プラン」の展開

Ａ

〇発達段階に応じてふるさと意識の醸成等を
図るため、青𧮾𧮾書院での活動など地域の特色
を生かした体験活動を積極的に実施すること
ができた。
〇自然学校の学校連合実施を生かした事前・
事後指導の充実に向けて取組を工夫すること
ができた。（小小連携の活性化）。

◆環境体験事業やふるさと学習等の校外体験
活動の関連を図り、諸活動の精選に努めると
ともに、ふるさと意識のさらなる醸成に向け
てさらに内容の工夫を図る必要がある。

◆小学校の「山の学校」の実施については、
小中学校９年間のスパンを考慮して検討する
必要がある。

Ａ

・自然学校については、今年度か
ら連合で実施し、小小連携の活性
化にもつながっている。環境体験
事業については各校区の特色を生
かした活動が工夫しながら実施さ
れている。

・山の学校については兵庫県最高
峰が市内にあるという利点を生か
し、養父市の特色ある事業として
定着してきている。

山の学校や自然学校は、自然に触れ
て様々な体験をする機会になってお
り、達成感や成就感を実感できてい
る。また、自然学校は連合で実施す
ることで、学校を超えた交流も生ま
れている。

Ａ

・キャリア教育についてはキャリ
アノートの活用により、児童生徒
が目標を掲げて反省もしながら取
り組むことができている。

・トライやる・ウィークについて
は、職場体験だけでなく、生徒の
地域行事への参加を促す取組も工
夫しながら行われている。 Ａ

トライやる・ウィーク等の校外活動
については、生徒に目標を持たせ、
達成する喜びを感じられる事業に
なっている。職業体験を通じたキャ
リア教育の場にもなっている。

Ａ
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〇 【 担当課 自己評価 】 

○ 【 教育委員会  評価】 

○印 ○ 【外部評価委員会評価】

１ 本年度の教育推進の重点

平成３０年度（平成２９年度対象）　養父市教育委員会評価調書

推進の重点 ２　「生きる力」を育む教育を推進する

２ 本年度の推進の重点を具体化した事業

取　組　内　容

　①９年間の系統性や連続性を強化する小中一貫教育の推進

達成状況 担当課評価・改善の方策

〇市小中一貫教育推進協議会での情報交換や
講師招聘による講義等を通じて今後の取組方
策等について理解の深化を図った。
〇教職員一人一人が自身の教育活動のねらい
等について小中一貫教育の観点から語ること
ができるよう校内研修を工夫した。
〇中学校区における小中合同の諸会議や研修
会を年間を見通して計画的に実施した。
◆取組の評価・検証に役立つ評価項目や指標
等の設定が必要である。

〇保護者や地域と連携・協働した取組とする
ためにも、取組状況についての各校によるき
め細かな広報を工夫した。

１

３　自己評価結果　（Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成できなかった
　　Ｄ目標が達成できなかった）

　②一人一人の多様な教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実

Ｂ

　９年間の系統性や
連続性を強化する小
中一貫教育の推進

〇取組の意義等について教職員
間での共通認識の醸成

〇「学びのつながり」「校種の
つながり」「地域とのつなが
り」に教職員が協働的に取り組
む仕組みづくり

〇「めざす子ども像」の設定
等、取組の具体的な計画に資す
るグラウンドデザインの設計
〇各中学校区の取組の可視化と
情報共有

　評　　価　　項　　目　

Ａ

達成状況

評価者の別

学校教育課

外部評価委員会による評価

Ｂ

・小中一貫教育の推進については
に教職員の意識も向上している。

・「学びのつながり」については
年々連携による成果を実感できて
いる。

・市民への周知については様々な
形で広報しているが、情報不足の
部分もあるので、さらに工夫が必
要である。

４ 評価項目ごとの評価（Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が
余り達成できなかった　　Ｄ目標が達成できなかった）

自己点検・評価委員会による評価 達成状況

Ｂ

Ａ２

　一人一人の多様な
教育的ニーズに応じ
た特別支援教育の充
実

〇「障害者差別解消法」の施行
に伴う「合理的配慮の提供に係
る職員対応要領」に基づく取組
の推進

〇保護者との共通理解に基づく
適切な「個別の教育支援計
画」、「個別の指導計画」の作
成
〇障害の状況に応じた適切な教
育課程の編成と指導内容、指導
方法の工夫
〇特別支援学校を核としたネッ
トワークの構築による適切な支
援の工夫と研修の実施

Ａ

〇「配慮の具体例」を収集し、対応へのさら
なる理解と啓発を図った。

〇関係機関とも連携を図りながら「個別の教
育支援計画」、「個別の指導計画」を見直
し、一人一人の教育的ニーズに応じた支援の
さらなる工夫を図る。
◆自立活動を含めた特別な教育課程を編成す
る研修をさらに積み重ねていく必要がある。

〇特別支援学校を核としたネットワークを構
築し、計画的、組織的、継続的な取組を実施
することができた。

小中一貫教育の推進については、学
校の連携も深まり、教職員の意識も
向上しているが、児童・生徒同士の
交流も深められるよう取り組んでい
ただきたい。
市民への周知については、特に保護
者に対して小中一貫教育の目標を具
体的に示す必要がある。

特別支援教育の充実については、多
様な教育的ニーズに応じて配慮しな
がら工夫して取り組まれている。

・特別支援教育の充実について
は、学校教育だけでなく関係機関
とさらに連携した取り組みが必要
である。

・個々の教育的ニーズに応じた支
援を、引き続き研修等によってさ
らに理解を深めながら実施してい
く必要がある。
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〇 【 担当課 自己評価 】 

○ 【 教育委員会  評価】 

○印 ○ 【外部評価委員会評価】

１ 本年度の教育推進の重点

平成３０年度（平成２９年度対象）　養父市教育委員会評価調書 評価者の別

学校教育課

推進の重点 ３　子どもたちの学びを支える仕組みを確立する

２ 本年度の推進の重点を具体化した事業

　①「安心・安全」の確保に向けた環境整備等の推進

　②いじめ防止に向けた取組の推進

　評　　価　　項　　目　 取　組　内　容 達成状況 担当課評価・改善の方策

Ａ

１

　「安心・安全」の確保
に向けた環境整備等の推
進

〇「通学路交通安全プログラム」
に基づく通学路の安全確保

〇「学校防災マニュアル」に基づ
き地域の災害特性を考慮した防災
教育の実施

〇スマートフォンやＳＮＳ等の利
用によるトラブル防止に向けた理
解啓発活動の展開

Ａ

〇市建設課、警察、国交省、県土木等の関係機
関と連携して「交通安全プログラム」を策定す
るとともに、地域と協働した通学路の安全確保
や未整備箇所の点検等を実施することができ
た。

〇全ての学校で引渡訓練を含め工夫された防災
訓練を実施している。また、義捐金収集等の被
災地への支援活動や追悼集会の実施により、防
災意識が高揚につながっている。

〇平成28年度に策定した各中学校区での「利用
に関するルール」に言及しながら、養父中校
区・大屋中校区の小中学校で「ケータイ教室」
を実施することができた。

・通学路の安全については関係機関
と連携を密にしながら、点検等、児
童生徒の安心・安全の確保のための
取組が実施されている。

・防災訓練については、地域住民と
協同で実施している学校もあり、各
学校で地域特性に合わせた内容を充
実させる必要がある。

自己点検・評価委員会による評価 達成状況 外部評価委員会による評価 達成状況

Ｂ

通学路の安全対策については、関係
機関と連携して点検等を実施し、で
きるところから対策を講じて、子ど
もたちの安心・安全の確保のために
積極的に取り組まれている。防災教
育については地域と連携した協同訓
練等も検討していただきたい。

Ａ

３　自己評価結果　（Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成できなかった
　　Ｄ目標が達成できなかった）

４ 評価項目ごとの評価（Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り
達成できなかった　　Ｄ目標が達成できなかった）

２

　いじめ防止に向けた取
組の推進

〇いじめの積極的な認知に向けた
取組

〇組織的、機動的な指導体制の構
築

〇警察、こども家庭センター、人
権・協働課等の関係機関との連携 Ａ

〇日常的な観察、定期的なアンケート調査等に
よる「兆候」を見逃さない体制づくりの中で早
期発見、早期対応にあたることができた。

〇「学校いじめ防止基本方針」の見直し等、教
職員の対応能力を向上させる校内研修を実施し
ている。

〇司法書士、警察、人権擁護委員、ＰＴＡ等を
構成メンバーとした「いじめ防止対策連絡協議
会」を実施し、市の状況等について情報共有す
るとともに、取組方策等について協議を図っ
た。

いじめ防止については学校内で早期
発見、早期対応に努められている。
また関係機関とも連携し情報を共有
して、日ごろの取組の積み重ねによ
るいじめ防止対策が図られている。

・学校では組織的、機動的な対応を
心がけ、校内研修も実施し、いじめ
の早期発見、早期対応に努めてい
る。

・関係機関とも連携を密にし、いじ
め防止のための情報共有が行われて
ている。 Ａ
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〇 【 担当課 自己評価 】 

○ 【 教育委員会  評価】    

○印 ○ 【外部評価委員会評価】

１ 本年度の教育推進の重点

推進の重点 ４　教職員としての専門性と実践的指導力の向上に努める

　①研修内容の充実と研修方法の工夫による実践的指導力の向上

４ 評価項目ごとの評価（Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が
余り達成できなかった　　Ｄ目標が達成できなかった）

自己点検・評価委員会による評価　評　　価　　項　　目　 取　組　内　容 達成状況 外部評価委員会による評価 達成状況

評価者の別

２ 本年度の推進の重点を具体化した事業

担当課評価・改善の方策

学校教育課

　②業務改善による子供たちとふれあう時間の確保と心通い合う指導

平成３０年度（平成２９年度対象）　養父市教育委員会評価調書

３　自己評価結果　（Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成できなかった
　　Ｄ目標が達成できなかった）

達成状況

　研修内容の充実
と研修方法の工夫
による実践的指導
力の向上

Ｂ

◆多様化・複雑化する教育課題への対応が増
す中、業務の大胆な見直しをさらに図る必要
がある。
〇水曜日の定時退勤日、夏季休業中の一斉年
休等取得期間の設定等により、ワーク・ライ
フ・バランスの大切さについての認識が深ま
り、ボトム・アップの取組も増えてきてい
る。

◆ベテラン教員の退職に伴う若手教員の増加
に対応するため、引き続き若手を育てる研修
の工夫が求められる。

Ｂ

◆各校では、従来の研修に加えて小中合同の
研修にも取り組んでいるため、負担増につな
がらないよう、年間を見通した実施回数等の
調整が必要である。
〇他校に積極的に授業公開を案内する学校が
増え、授業を通した教員の交流が活性化して
いる。

◯各研修を通して、新学習指導要領の全面実
施に向けて先進的な知見を得ることができ
た。
◆一方、時間的な制約もあり、その効果的な
伝達研修の実施が課題となっている。

２

　業務改善による
子供たちとふれあ
う時間の確保と心
通い合う指導

〇子供たちと向き合う時間の確
保に向けた取組

〇ワーク・ライフ・バランスを
含むタイムマネジメント等の意
識改革の取組

〇主幹教諭等、ミドルリーダー
を活用したＯＪＴの促進と学校
経営の推進

Ａ

・研修については、時間の制約が
ある中で各校・市全体で積極的に
実施され、内容も充実している。

・授業公開の機会も増え、教員の
交流による情報交換も活発に行わ
れており、指導力・授業力の向上
が図られている。

研修については工夫して時間確保に
努め、内容も充実している。授業公
開等で教員の交流が図られ、指導力
の向上につながっている。

〇小中一貫教育推進の観点から
の小中合同の研修会の計画的な
実施

〇積極的な授業公開と相互参
観、事前・事後の研究協議によ
る授業力向上に向けた取組

〇市の授業改善実践研修事業の
活用や各校での講師を招聘した
研修のオープン参加等を実施
し、新たな知見を得るととも
に、指導力向上のよき機会とす
る。

１

ワーク・ライフ・バランスに対する
職員の意識改革も進み、業務改善に
積極的に取り組まれている。スロー
ガン的な面もあるが、効果は出てき
ている。

・様々な教育課題への対応が求め
られる中、業務改善による時間の
確保が図られている。

・ミドルリーダーの数が少ない中
でのＯＪＴの促進と学校経営の推
進にさらなる工夫が必要である。

Ｂ Ｂ

Ａ
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〇 【 担当課 自己評価 】 

○ 【 教育委員会  評価】    

○印 ○ 【外部評価委員会評価】

１ 本年度の教育推進の重点

ＢＢ

日常的な施設・設備の維持管理、デ
マンド管理に工夫して取り組んでい
る。地産地消の推進については、市
内産野菜の調達とともに、子どもた
ちの健康の保持増進のためにも安全
で良質な野菜の提供にも取り組んで
いただきたい。

2

　学校給食セン
ターの管理・運営

①安全で安心な学校給食を提供す
るため、施設・設備の維持管理、
修繕を行う
・デマンド監視機器による電気の
「見える化」を図り、適正な電気
使用量に努める
・天候等不測の事態による機器異
常への適切な対処
②衛生管理を徹底し、食中毒予防
や異物混入防止を図る
③職場の労働安全の確保と必要な
人員の確保を図る
④食材の調達と地産地消の推進

Ｂ

①日常の点検と定期点検を実施し、排水管の
修繕等施設・設備の維持管理に努めた。
・電気使用量の季節変化を把握し目標値の見
直しを行った。適正な食材管理と調理場の労
働環境維持のため、今後も適正な管理に努め
たい。
・凍結による設備機器への影響については、
関係機関と連携し対処した。
②食中毒予防や異物混入防止に努めた。今後
もヒヤリハットや業務改善提案の活用、ＨＡ
ＣＣＰの研修等により衛生管理の徹底、危機
管理に努めたい。
③必要な人員を確保し、学校に遅れることな
く給食を提供できた。
④平成29年度は天候不良による作物の影響が
大きく、市内産野菜等の使用量は前年度より
減少した。
●課題
今後も市内産食材の活用を進めるため、さら
なる工夫が必要。

安全で安心な給食の提供のため、
適正な維持管理と危機管理を行っ
ている。
ＨＡＣＣＰを申請しており、今後
も徹底した衛生管理、危機管理体
制を整えられたい。
市内産野菜については、地産地消
の観点からも、工夫しながら今後
も継続して調達していく必要があ
る。

Ａ１

　学校給食の充実
と教育活動全体を
通じた食育の推進

①成長期の子ども達の健康の保持
増進、心身の発達と望ましい食習
慣の形成を図るため、学校給食の
充実と食に関する指導の充実を図
る
〇栄養教諭（栄養職員）による食
育指導
○学校給食を活用した意識啓発
・やっぷーメニュー、かむかむ給
食、食育の日、ふるさと給食の取
組
・給食だより、献立表の配布
・食育体験（食材の皮むき等）
・夏休みクッキング教室
・こども園への出前講座
・子どもが作る弁当日の支援
・学校での試食会の開催
・給食センターの見学・試食会開
催
②食物アレルギー対応の実施
③但農給食の取組み

Ａ

①多くの食品を取り入れた手作り給食を提供
した。「やっぷーメニュー」等地場産物の活
用は、生産者への感謝の気持ちを抱かせる
等、学校給食を生きた教材として栄養教諭に
よる指導が充実してきている。給食だよりに
食育、望ましい食習慣、栄養指導等の内容を
盛り込み、保護者へ情報提供を行った。
・給食だよりの発行　　11回
・給食時間における学校訪問　122回
・授業における指導時間　100時間
・食育体験　９小学校
・夏休みクッキング教室　８小学校
・こども園出前講座　９回
・学校での試食会及び講話７回
・給食センターの見学・試食会及び講話１２
回
・地元産食材を活用した献立を考案してもら
う「学校給食甲子園」事業は、地産地消を意
識する児童生徒が増え親しみを持てている。
②アレルギー対応は、医師の指示のもと保護
者や学校等と連携して、適切に対応するよう
に努めた。
③但馬農業高校や市内の学校と連携して、９
月に「但農給食の日」の取組みを行った。

「やっぷーメニュー」や「学校給
食甲子園」の実施により、児童生
徒の地産地消の意識が高まってき
ている。また、ふるさと給食やか
むかむ給食等、給食の内容も工夫
されており、充実した給食が提供
されている。
学校と連携した栄養教諭による食
育指導や体験活動により、子ども
たちが食に興味関心を持つ取組を
しっかりと行っている。また、食
物アレルギーについてもきめ細や
かに対応している。

Ａ

「やっぷーメニュー」や「学校給食
甲子園」等、メニューの充実と合わ
せた食育の推進が工夫して実施され
ている。また給食便り等を通じて保
護者への情報発信も積極的に行われ
ている。

外部評価委員会による評価 達成状況

３　自己評価結果　（Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成できなかった
　　Ｄ目標が達成できなかった）

４ 評価項目ごとの評価（Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余
り達成できなかった　　Ｄ目標が達成できなかった）

　評　　価　　項　　目　 取　組　内　容 達成状況 担当課評価・改善の方策 自己点検・評価委員会による評価 達成状況

　①教育活動全体を通じた食育の推進による食習慣の形成、給食センターの運営

２ 本年度の推進の重点を具体化した事業

平成３０年度（平成２９年度対象）　養父市教育委員会評価調書 評価者の別

推進の重点 ３　子どもたちの学びを支える仕組みを確立する

学校給食センター
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○ 【 担当課 自己評価 】 

○ 【 教育委員会  評価】    

○ 【外部評価委員会評価】

１　本年度の教育推進の重点

1 Ａ Ａ Ａ

2 Ａ Ｂ Ａ

評価者の別

○印こども育成課

担当課評価・改善の方策 達成状況

３　自己評価結果 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成できなかった　Ｄ目標が達成できな
かった）

達成状況取　組　内　容

　乳幼児教育
　　１　発達や学びの連続性を踏まえた乳幼児教育の充実を図る

推進の重点

①　保健師、臨床心理士、家庭相談員などの相談体制の充実

〇日々の保育を振り返り、個々の課題に応じ
た関わりを計画的に進める。
〇研修会等に積極的に参加し、専門技術を学
び、保育に生かしていく。
研修会：乳児部（０～２歳）…11回
幼児部（３～５歳）…21回（公開研修９回）
○県指定の研究会の実践協力園として伊佐こ
ども園が受けることになり、市全体でその主
題に向かって研修に取り組む。

４　評価項目ごとの評価 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成
できなかった　Ｄ目標が達成できなかった）

達成状況

平成３０年度（平成２９年度対象）　養父市教育委員会評価調書

自己点検・評価委員会による評価

２　本年度の推進の重点を具体化した事業

支援の必要な子どもには早い段階でサ
ポートファイルが作成され、相談体制や
関係機関・保護者との連携も充実してい
る。

外部評価委員会による評価　評　　価　　項　　目　

　特別な支援が必要な子どもには、
保護者の理解のもとで関係機関と連
携を図るなど組織で対応するととも
に、個別の指導計画に基づき、個に
応じた適切な支援を行う。

日々の保育を行う中で、研修につい
ても計画的に実施されている。研修
で学んだ成果を保育に生かすための
実践的な取組がなされている。

〇巡回相談を行い、個別や集団での支援につ
いてアドバイスを行う（巡回相談実施予定25
回）。
〇継続した支援が必要な児に対して、サポー
トファイルを早期に作成するなどして、個に
応じた適切な支援を行う（ファイル作成予定
20人）。
〇必要な専門相談に繋げたり、支援機関との
連携を行う。

関係機関と連携した相談体制は充実
している。個別の案件についても保
護者等と連携しながら適正な支援が
行われている。
今後も支援体制のさらなる充実を図
られたい。

　子どもへの理解を深め、乳幼児一
人一人の特性や発達段階に応じた指
導を工夫するとともに、発達に必要
な環境の充実に努める。

・個に応じた指導計画を立
て、教育・保育を進めること
ができた。
・研修で学んだことを保育に
生かすなど、個々に努力が見
られ環境の工夫にも努力の跡
が見られた。また、伊佐こど
も園においては県大会で研究
成果の発表を行い、高評価を
得た。
研修実施回数：乳児部10回、
幼児部2１回を実施し、予定回
数を達成することができた。

個々の特性に配慮したきめ細やかな保育
がなされており、そのための研修も時間
の確保等、工夫しながら実施されてい
る。

・環境の変化や子どもの成長
に伴い、子どもの困り感は変
化していくが、個に応じた支
援を継続して行えるよう保護
者と連携することができた。
・巡回相談実施回数　28回、
サポートファイル作成者　26
人作成することができた。
・保護者、支援者と理解を深
めながら支援をすることがで
きた。
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○ 【 担当課 自己評価 】 

○ 【 教育委員会  評価】    

○ 【外部評価委員会評価】

１　本年度の教育推進の重点

1 Ａ Ｂ Ｂ

2 Ａ Ａ Ａ

　運動遊びプログラムに基づく体力
づくりや園外保育を通して、健康で
たくましい心や体を育てる。

・多様な体験の取組への努力
が見られた。
・自発的・主体的に取り組む
環境づくりに努め、感じたこ
と、考えたことを言葉で伝え
合う楽しさを味わわせること
が、更に必要である。
（例）・地域の特色を生かし
た遊び（１円電車ごっこ、こ
うのとりごっこ、カエルごっ
こ）
・絵本を通した表現遊び
・運動会、発表会
・オリンピックごっこ

　評　　価　　項　　目　

〇公・私立園の３歳児以上を対象に、運動遊び
プログラムの巡回訪問指導を実施する。
巡回指導：１３０回
朝イチ運動巡回：１５回
ダンス指導：２回
保育教諭対象研修会：２回

評価者の別

こども育成課 ○印

推進の重点

　②運動遊びプログラムに基づく体力づくり

　乳幼児教育
　　２　多様な遊び・体験を通して自立と協同の態度を培い「生きる力」の基礎を育む

２　本年度の推進の重点を具体化した事業

　①年齢に応じた指導計画に基づく保育（教育）の推進

３　自己評価結果 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成できなかった　Ｄ目標が達成できな
かった）

　協同する経験（幼児同士が共通の
目的をもち、工夫したり協力したり
する経験）を通して、人とかかわる
力やことばの力の育成を図る。

平成３０年度（平成２９年度対象）　養父市教育委員会評価調書

・巡回指導を通して、体を動
かして遊ぶ楽しさを味わわせ
ることができ、子どもも保育
教諭も運動への意識がさらに
高まっている。
巡回指導：１３１回
朝イチ運動巡回１５回
ダンス指導４回
保育教諭対象研修会２回

外部評価委員会による評価

４　評価項目ごとの評価 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成
できなかった　Ｄ目標が達成できなかった）

達成状況

研修で学んだことを生かして、協同
する経験をもたせる様々な遊びを実
施し、幼児の思考力、表現力が育ま
れている。多様な体験の取り組み
を、それぞれの子どもに合わせて工
夫しながら行う必要がある。

取　組　内　容 達成状況 担当課評価・改善の方策

〇目的に向かって、考えたり、工夫したりする
体験を多く持ち、やり遂げた達成感を味わわせ
るとともに、感じたことや考えたことを自分な
りの言葉で伝え合う力を育む。
○幼児が主体的に取り組めるごっこ遊び等を通
して、工夫したり考えたり、自分の思いを伝え
たりする力を育む。

運動遊びプログラムに基づく体力づくり
が保育教諭や子どもたちに定着してきて
おり、楽しみながら行う体力づくりに積
極的に取り組まれている。

多様な遊び・体験をさせる様々な取組が
実施されている。日々成長する子どもに
合わせた保育・教育の推進が望まれる。

達成状況

運動遊びプログラムが子どもたちに
定着してきており、運動することへ
の意識が高まっている。巡回指導や
研修も実施されており、今後も運動
遊びによる健やかな体の育成を促す
取組を継続して行われたい。

自己点検・評価委員会による評価
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                             平成３０年度（平成２９年度対象）　養父市教育委員会評価調書 ○ 【 担当課 自己評価 】 

１　本年度の教育推進の重点 ○ 【 教育委員会  評価】    

○ 【外部評価委員会評価】

　

1 Ａ Ａ Ａ

2 Ａ Ｂ Ｂ

3 Ａ Ａ Ａ

①　子育て支援事業の充実

②　要保護児童対策地域協議会の設置

③　学童クラブの運営充実

評価者の別

こども育成課 ○印乳幼児教育
　３　子どもを安心して育てられる環境づくりを進める

推進の重点

〇全学童クラブにおいて通年の土曜日開設及び
午後７時まで開設時間を延長することにより保
護者の就労支援に努める。また、日曜日等にお
ける小学生一時預かり事業を実施しする。

２　本年度の推進の重点を具体化した事業

学校園、民生委員、地域等と連携した虐
待の早期発見、早期支援が行われてい
る。子育て講座については誰もが参加し
やすい雰囲気づくりが望まれる。

　評　　価　　項　　目　

子育て相談や子育て広場の開設等、広く
子育て情報の提供が行われている。
子育て移住サポートセンターが開設さ
れ、相談体制の環境が整備されている。

〇公、私立こども園、子育て支援拠点施設、子
育て広場等において、子育て家庭の相談、支
援、子育て情報の提供を行う。（相談予定回数
900回、子育て広場開設予定日数1,300日）
〇子育て支援グループ等で構成する「子育て支
援ネットワーク会議」の活性化を図り、子育て
支援に関する連携の強化、資質の向上を図る。
〇子育てや移住・定住相談事業の環境整備（サ
ポートセンター整備）を図る。

学童保育の時間や日数の拡充については
保護者の要望に応えて充実した就労等へ
の支援が行われている。

・保育所、こども園、小学校と
連携しながら、支援が必要な家
庭の情報収集をし、相談支援を
行った。（H30.3月末現在318
件）
・そだれん講座を開催し、親子
の良好な関係づくりに努めた
（講座実施回数７回、募集人員
74人、参加人数41人）。

担当課評価・改善の方策

相談員等の支援による虐待の早期発
見・予防に積極的に取り組んでいる。
「そだれん」の講座も継続して開催さ
れており、少しずつ定着してきてい
る。支援の必要な家庭に対して、講座
への参加を工夫して促す必要がある。

達成状況 外部評価委員会による評価

〇家庭相談員等による要支援家庭（延べ260
件）への相談、支援を行う。
〇そだれん講座　７回を実施し、虐待予防を推
進する。

達成状況自己点検・評価委員会による評価取　組　内　容

３　自己評価結果 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成できなかった　Ｄ目標
が達成できなかった）

４　評価項目ごとの評価 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成
できなかった　Ｄ目標が達成できなかった）

全学童クラブにおいて、通年で
土曜日も開設した。また、開設
時間を午後７時まで延長した。
また、日曜日等における小学生
の一時預かり事業をＮＰＯ法人
りとるめいとに委託し、年末・
年始を除く全ての日において
サービスを提供できる体制整備
を行った。
Ｈ30.3月末現在
・土曜日利用者数　318人
・延長利用者数　105人
・小学生一時預かり事業利用者
数23人

　学童クラブや放課後子どもプラン
の充実を図るなど、子どもの居場所
づくりに努め、保護者の就労等への
支援を図る。

達成状況

開設日数の拡充により、保護者の就労
等への充実した支援が行われている。
特に通年での土曜日の開設については
保護者の要望も多かったため、好評を
得ている。

・こども園、子育て支援拠点施
設等において、積極的に子育て
相談、支援を行った。子育て相
談実施回数989回、子育て広場
開設延べ日数1,426日。
・県教委受託事業「家庭教育支
援モデル事業」を実施（研修会
２回、講座１回を開催）し、子
育て支援団体スタッフの情報交
換、資質の向上に努めた。
・子育て・移住サポートセン
ターの開設を行い、子育て、移
住・定住相談などの環境整備を
行った。

子育て相談の実施や子育て広場の開設
等、子育てに関する情報を広く家庭に
発信する事業が行われている。新たに
開設された子育て・移住サポートセン
ターを有効活用し、さらなる事業の充
実を図られたい。

　子育て支援事業（子育て相談や保
護者交流等）などを活用し、子育て
に関する情報を広く子育て家庭に知
らせる。

　虐待の早期発見と予防を目的に、
子育てに困り感のある保護者等を対
象に、怒鳴らない、たたかない子育
て練習法「そだれん」の普及を図
る。
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○ 【 担当課 自己評価 】 

○ 【 教育委員会  評価】    

○ 【外部評価委員会評価】

１　本年度の教育推進の重点

推進の重点
社会教育
　１　市民の学習ニーズに応える社会教育を進める
　２　家庭・地域・学校が連携して豊かな心を育む青少年を育成する

平成３０年度（平成２９年度対象）　養父市教育委員会評価調書 評価者の別

社会教育課 ○印

２　本年度の推進の重点を具体化した事業

　●放課後子ども教室の開設　　　　

　

３　自己評価結果 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成できなかった　Ｄ目標が達成できな
かった）

４　評価項目ごとの評価 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成で
きなかった　Ｄ目標が達成できなかった）

外部評価委員会による評価 達成状況

１

市民のニーズを反映した社会教育行
政の充実、生涯学習の推進に努め
る。

※生涯学習の拠点である公民館と
ホール、読書活動等の事業は、市民
生活部八鹿公民館および養父・大
屋・関宮地域局で実施されており、
連携して進める。

①社会教育委員会の開催
市委員会を年２回開催し、但馬地区や兵庫県、
近畿地区の研修会等にも参加する。
②記念館の管理運営　山田風太郎記念館と上垣
守国養蚕記念館・大屋かいこの里は指定管理、
大庄屋記念館はシルバー人材センターに委託し
て管理・運営する。
③平成30年養父市成人式の開催
１月７日（日）、成人式を開催する。新成人に
よる成人式実行委員会が、式典の企画・運営に
参画する。

Ｂ

①兵庫県社会教育研究大会の
分科会で養父市が担当し「先
人の知恵や経験を活かしたま
ちづくり、ひとづくり」を
テーマに池田草庵や北垣国道
を伝える活動等について発表
した。
②山田風太郎記念館では関宮
文化祭と連携した講演会、上
垣守国養蚕記念館では「かい
こウイーク」を実施した。大
庄屋記念館は、市内８小学校
（３年生）の団体見学を受け
入れた。
③新成人217人が出席し、新
成人が式典を進行した。

社会教育委員会の開催や、県の研究
大会での発表等、充実した活動をし
ている。
記念館では文化祭と連携した講演会
や「かいこウィーク」の開催等、工
夫した取組がされている。
成人式については新成人が式典の企
画・運営に参画し、お仕着せの式典
にならないような協働の体制が構築
されている。

Ｂ

記念館の管理運営については、地域の支
援を受けて工夫した取組がされている施
設もあり、地域と連携した取組の拡充が
望まれる。

　評　　価　　項　　目　 取　組　内　容 達成状況 担当課評価・改善の方策 自己点検・評価委員会による評価 達成状況

Ｂ

２

家庭・地域・学校の連携のもと、青
少年が健全に育つ環境づくりを進
め、ふるさとへの愛着を育てる。

①チャレンジキッズ等との連携
公民館事業「チャレンジキッズ」、市社会福祉
協議会事業「放課後プレーパーク」（子どもの
冒険ひろば事業）と連携し、子どもたちに体験
活動を提供する。

Ｂ

①市内４公民館や市社会福祉
協議会と連携し、子どもたち
に体験学習の場を提供した。
放課後プレーパークを１小学
校区（関宮小）で実施した。

関係機関と連携し、子どもたちの体
験学習の場を提供している。今後も
連携体制を維持していく。

Ｂ

関係機関と連携したこれらの事業は、子
どもたちの貴重な体験活動の場となって
おり、今後も継続して実施していただき
たい。 Ｂ

各団体の役員と協力しながら活動を
支援することで、事業の内容も充実
し、市内の子ども・保護者の交流も
活性化している。

Ａ

３

地域のボランティアなどの参加を得
て、地域全体で学校支援、子どもの
居場所確保に努める。

①学校支援地域本部事業の推進
小・中学校が実施する学校支援事業の内容をと
りまとめ、小・中学校へ情報提供する。
②放課後子ども教室の開設
放課後や休日に子どもの居場所、体験活動を提
供するため、自治協議会、小学校などを会場に
実施する。

Ｂ

①各学校で、地域ボランティ
ア等の協力・連携を得ながら
事業が行われている。
②放課後子ども教室を、市内
８小学校区に開設した。ビッ
グラボの公募展・大宇宙展に
４教室で作品を応募した。

各学校で地域のボランティアの協力
で様々な事業が実施されており、情
報の共有による活性化が図られてい
る。
学童クラブとも連携しながら放課後
子ども教室が開設されており、子ど
もたちの体験活動の貴重な場になっ
ている。

4

ＰＴＡ活動や子ども会活動等を支援
し、子ども同士や親子、さらには保
護者、学校や地域との交流を図る。

①養父市ＰＴＡ連絡協議会の活動支援
　８月27日（日）、ＰＴＣＡ活動研修会・地域
フォーラムを開催する。
②養父市子ども会育成連絡協議会の活動支援
　11月５日（日）、第14回養父市長杯子ども会
ドッジボール大会を開催する。

Ｂ

①ＰＴＡ活動に対する意識を
高めることができた。参加者
は250人。
②大会を通じて、児童および
親子の交流を図ることができ
た。49チーム（児童571人）
が出場した。

各団体の活動支援を行って、事業内容を
より充実させている。ドッジボール大会
については多くの小学生が参加し、保護
者も一体となって交流が行われている。

Ａ

Ａ

地域ボランティアの協力のもと、子ども
の居場所づくりや体験活動が行われてお
り、学校・家庭・地域が連携した取組が
実施されている。

Ａ
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○ 【 担当課 自己評価 】 

○ 【 教育委員会  評価】    

○ 【外部評価委員会評価】

１　本年度の教育推進の重点

文化財の保存・管理を適正に実施し
ている。地域の文化財を地域で保存
していく体制づくりが必要である。

Ｂ

文化財に地域住民が興味を持って、地域
の宝を守り磨いていくような体制づくり
が望まれる。

Ｂ

伝統芸能や伝統文化の保存団
体、および文化財の保護団体の
活動を支援します。市内にある
国・県・市の指定文化財等の保
存・修復に努めます。

３

養父市が所有する文化財保存・
管理する。

①国・県指定文化財などの文化財で、養父
市が所有する公園を適切に管理する。

Ｂ

①国指定文化財では樽見の大
ザクラの樹勢回復事業を進
め、箕谷古墳群や八木城跡の
草刈り等の管理を実施した。
また、県指定文化財では堀畑
１号墳やとが山古墳群の草刈
り等の管理を実施した。

Ａ

２

①伝統芸能継承団体や指定文化財保護団体
などの活動支援する。
②国指定文化財等の建造物等の文化財修理
を指導・支援する。
③国指定文化財の八木城跡殿屋敷地区を整
備する。
④養父市・朝来市・姫路市など県下６市町
が連携し、生野・神子畑・明延・中瀬など
の鉱山遺産群を活用するため「播但を貫く
銀の馬車道、鉱石の道」をストーリーとす
る日本遺産の認定を推進する。
⑤養父大屋町大杉地区を重要伝統的建造物
群保存地区の選定を推進する。

Ａ

①大杉ざんざこ踊り保存会な
ど文化財保存の関係14団体の
活動を支援した。
②平成26年度～29年度の４年
間をかけて実施した県登録文
化財養父神社の屋根修理工事
を完了した。平成27年度から
実施している国指定文化財名
草神社修理工事は３年目で拝
殿を修理した。
③平成27年度から実施してい
る八木城跡殿屋敷地区整備は
西地区で貼り芝等の工事を実
施した。
④４月25日、文部科学大臣に
より養父市の鉱山遺産が日本
遺産に認定された。
⑤７月31日、文部科学大臣に
より全国115地区目の重要伝
統的建造物群保存地区に選定
された。養父市の３階建養蚕
住宅が日本を代表する景観に
認められた。

国指定文化財の修理工事や整備等、
適正に行っている。
鉱山遺産の日本遺産の認定、３階建
養蚕住宅が重要伝統的建造物群保存
地区に選定されるなど新たな取り組
みもあり、養父市の歴史遺産の価値
が認められつつある。

Ａ

国指定文化財の修理・整備等適正に実施
されている。
鉱山遺産の日本遺産の認定、３階建養蚕
住宅の重要伝統的建造物群保存地区の選
定は、地域と連携した地道な取組が評価
され、大きな成果が上げられている。地
域振興を目指した有効活用が期待され
る。

Ａ

外部評価委員会による評価 達成状況

１

市内にある文化財の調査・保護を進
めます。文化財の魅力を発信しま
す。埋蔵文化財の発掘調査を進めま
す。

①文化財保護審議会を開催する。
②養父市のホームページで文化財記事を発信
し、文化財関係のパンフレットを製作する。
③開発工事に伴って埋蔵文化財に関する行政指
導や調査を実施する。

①審議会で名草神社修理工事
の現地を視察した。
②ホームページで養父市の文
化財パンフレットのデータを
すべてアップし、文化財紹介
の内容を充実させた。
③開発工事に伴って埋蔵文化
財包蔵地の指導や調査を実施
した。また、名草神社修理工
事に伴って建物基礎等の発掘
調査を実施した。

養父市の文化財についてはホーム
ページで詳細にわかりやすく掲載さ
れており、魅力を感じられるような
情報発信を行っている。

Ａ

養父市のホームページやパンフレットで
文化財の魅力について紹介し、積極的に
情報発信が行われている。

　評　　価　　項　　目　 取　組　内　容 達成状況 担当課評価・改善の方策 自己点検・評価委員会による評価 達成状況

３　自己評価結果 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成できなかった　Ｄ目標が達成できな
かった）

４　評価項目ごとの評価 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成で
きなかった　Ｄ目標が達成できなかった）

平成３０年度（平成２９年度対象）　養父市教育委員会評価調書 評価者の別

社会教育課 ○印

推進の重点
社会教育
　２　ふるさとの文化財を継承し、その保存と活用を進める

２　本年度の推進の重点を具体化した事業

　●名草神社の修理事業の推進

A 
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○ 【 担当課 自己評価 】 

○ 【 教育委員会  評価】    

１　本年度の教育推進の重点 ○ 【外部評価委員会評価】
 

Ａ

できる環境づくりが課題である。

３）混雑による事故防止を念頭に、スタート

４）ゲストランナーに津崎紀久代氏を迎え、

早い時期から募集をしたものの、参加者は、

昨年比▲41名であった。来年度は、グループ

での申請も受け付け、広く表彰することで、

生涯にわたる豊かなスポーツライフの実
現に向けて様々なスポーツイベントを関
係団体とも連携しながら開催し、スポー
ツ人口の確保と普及に努められている。
やぶらぶマラソンについては、交流事業
の側面もありますが、市民参加に向けて
の周知・啓発についても積極的に行って
いただきたい。

　開催日　平成29年10月9日（体育の日）

Ｂ

　場　所　全天候運動場～小佐方面

　参加者　118人

２）第8回養父市スポーツフェスティバル

　開催日　平成29年7月17日～8月6日

達成状況

　参加者　483人　

■全天候運動場主催事業

　場　所　養父地域（養父市場周辺）

　部　門　ハーフマラソン他　全17部門

外部評価委員会による評価

　　場　所　養父市立全天候運動場

　　参加者　37名

■生涯スポーツ・健康づくりの推進

１）体力測定会の実施

　　10自治協、１企業で実施。
　リピーター率は27％で、体力測定会をきっかけに

　健康づくりを始める市民もある。

健康課と連携し地道に事業を継続する。

２）今年度も講師を招き講習会を行った。

　　ウォーキングよりも負荷あり健康増進の

　効果がある。愛好者も増加傾向にある。

自己点検・評価委員会による評価取　組　内　容 達成状況 担当課評価・改善の方策

まち探検を行う競技で、スポーツ推進委員

評価者の別

生涯スポーツセンター ○印

平成３０年度（平成２９年度対象）　養父市教育委員会評価調書

推進の重点 「元気な養父市～ひとり1スポーツで健康づくり～」を進める

２　　本年度の推進の重点を具体化した事業

スポーツがもたらす健康や生
きがい、交流づくり等への効
果を再認識し、特に成人が週
１回以上スポーツ活動に親し
む機会をもつなど、子供から
高齢者まで生涯にわたる豊か
なスポーツライフの実現に取
り組む。

１

ニーズもあり良企画として継続する。

４　評価項目ごとの評価 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成で
きなかった　Ｄ目標が達成できなかった）

　受講生　1,520人（延べ）

■全天候運動場主催事業

地点及び中継点を、関宮中学校敷地内とする

達成状況

■スポーツイベントの開催 ■スポーツイベントの開催

●年間を通したスポーツイベントや教室などの開催及び地域でのスポーツ活動推進への支援

●生涯スポーツ・健康づくりの推進

●施設の適正管理と安全対策

１）第7回養父市ウォークラリー大会

　開催日　平成29年5月28日（日）

　参加者　988人

よる夏のスポーツイベントとして、市民に

定着している。暑い時期であり、開催時期

について見直しが必要との意見もあり、存廃

の可能性も含め、各種目代表とも協議する。

２）小学生から高齢者まで幅広い年齢層に

３　自己評価結果 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成できなかった　Ｄ目標が達成できな
かった）

　場　所　つるぎが丘公園他市内体育施設

　種　目　ソフトボール他　全12種目

が主体となり実施している。

　評　　価　　項　　目　

１）グループでウォーキングをしながら

各種団体と協働して様々なスポーツ
イベントを開催し、市民の健康づく
りの成果を発表する機会となってい
る。グラウンドゴルフも盛んであ
り、高齢者の仲間づくりや楽しみの
場になっている。
イヌワシ駅伝も広く参加者を受け入
れ、参加しやすい大会として高評価
を得ている。
やぶらぶマラソンについては、各地
で多くのマラソン大会が開催される
中、養父市ならではのおもてなしを
工夫するなどして、参加者増を図り
たい。
体力測定会については、自治協議会
や企業、関係機関とも連携し、開催
回数をさらに増やしていただきた
い。

１）スポーツ教室

　種　目　ｼﾞｭﾆｱ陸上ｽｸｰﾙ他　全4教室

・ニーズの高いスポーツ教室を４事業開催

　開催日　平成29年9月23日（秋分の日）

　参加者　118チーム（671人）

　場　所　関宮小・中学校周辺コース

■生涯スポーツ・健康づくりの推進

１）体力測定会

　  自分の体力年齢を知り、運動を始める

　　きっかけづくりとなり、体力にあった

　　運動メニューが分かり実践ができる。

〔10自治協議会・１企業〕参加者 325名

ことで、安全で安心できる大会運営ができた。

３）第26回養父市イヌワシ駅伝大会

誘い合っての参加者増を目指す。

　部　門　一般男女、高校女子、中学男女、小学男女

・主催事業を通して当施設の利用促進を図った。

２）ノルディックウォーキング講習会

Ｂ

　行う。

　　開催日　平成29年９月３日

４）第11回やぶらぶマラソン（養父市ロードレース）

スポーツになじみのない市民も無理なく参加

した。子どもから中高年齢者までの健康づ

くりを直接的に指導助言し推進している。

・生きがい創造事業を一年を通じて展開し

た。

２）スポーツ大会

　種　目　ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ、ﾌｯﾄｻﾙ　全5回

　参加者　1,464人（延べ）

　　講習会の回数を増やしてほしいという要望

　もあり実施に向けて検討する。

　講義やポールを使用した実技指導を行い気
軽にできる健康づくり活動として
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○ 【 担当課 自己評価 】 

○ 【 教育委員会  評価】    

１　本年度の教育推進の重点 ○ 【外部評価委員会評価】
 

達成状況 外部評価委員会による評価自己点検・評価委員会による評価取　組　内　容 達成状況 担当課評価・改善の方策

評価者の別

生涯スポーツセンター ○印

平成３０年度（平成２９年度対象）　養父市教育委員会評価調書

推進の重点 「元気な養父市～ひとり1スポーツで健康づくり～」を進める

２　　本年度の推進の重点を具体化した事業

４　評価項目ごとの評価 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成で
きなかった　Ｄ目標が達成できなかった）

達成状況

●年間を通したスポーツイベントや教室などの開催及び地域でのスポーツ活動推進への支援

●生涯スポーツ・健康づくりの推進

●施設の適正管理と安全対策

３　自己評価結果 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成できなかった　Ｄ目標が達成できな
かった）

　評　　価　　項　　目　

Ａ

から意見を集約しスポーツ推進に役立たせる。

スポーツ団体の活動支援については様々
な方法で行われており、地域のスポーツ
活動の活性化を支援している。
スポーツクラブ２１については地域自治
協議会との連携を深め、運営状況等を地
域住民に広く周知し、地域のスポーツの
普及を図られたい。

補償制度に加入出来ることから、関係者等

Ｂ

１）体育協会事務局として、加盟団体の活

動への支援を行うとともに、元旦走ろう会、

スキー教室等、連携し事業推進に努めた。

から好評を得ている。今後も継続する。

市のスポーツ賞との住み分けをはっきりし、

関係機関と連携したスポーツの普及によ
る健康づくりにも積極的に取り組まれて
いる。
やっぷー健康ポイントカード制度は市民
に定着しており、健康課等との連携を継
続して行っていただきたい。

Ｂ

について検証し、スポーツ推進計画の目標を

実現する。当振興協議会において、有識者等

ング、体力測定会など効果的に事業を推

進するため、スポーツ推進委員、健康課等と

３）当大会の開催と競技種目の啓発に取り組

む。地元区や観光系事業体へも周知を図り、

大会機運醸成を図る。

スポーツ推進員や健康課等の関係機
関と連携しながら事業を行うこと
で、市民の生涯スポーツに対する意
識は向上している。
やっぷー健康ポイントカード制度の
活用等により、さらなる生涯スポー
ツの普及に努められたい。

２

体育協会やスポーツクラブ21
等のスポーツ団体の活動を支
援し、スポーツ人口の拡大や
地域のスポーツ活動の振興に
より、スポーツを通した地域
コミュニティの活性化を推進
する。

る元気な地域社会を目指し、市民の協働で推

進するために設置する。

　養父市スポーツ賞

■子どもスポーツ安全保険補助金

・保護者、指導者、子供達が安心して

■健康・スポーツ活動の推進体制の整備

１）養父市スポーツ振興協議会等の開催

　いつでも、どこでも、誰でもが実践できる

生涯スポーツの普及と、市民の健康増進によ

３

市民や地域との連携・協働に
よるスポーツ活動の振興を図
るとともに、保健・医療や生
涯学習等の行政関係機関との
積極的な連携により、スポー
ツ振興策を効果的に展開す
る。

２）関係機関との事業連携 ２）ラジオ体操、ノルディックウォーキ

に対する表彰を行う。

　実　績　351人

　スポーツ活動に取り組めるよう、スポーツ

　保険の加入促進を図る。

Ｂ

■スポーツ団体への活動支援

１）養父市体育協会

２）スポーツクラブ21

Ｂ

■スポーツ顕彰制度

　養父市体育協会（16競技、約900人）の

活動への補助と事業連携により会の活性化を

支援する。

　市内小学校区に設置された全18クラブの基

金管理や交流活動への支援により、スポーツ

クラブ21の適正な運営を持続させる。

　養父市のスポーツ振興に功績のあった者

（団体）及び優秀な成績を収めた者（団体）

スタッフとして協力していただいた。

２）市連絡協議会主催によるグラウンド・ゴ

各スポーツ団体活動の活性化のため
の支援をしており、地域のスポーツ
活動の振興に努めている。各団体の
横の連携にも努めており、スポーツ
人口の拡大につながっている。
スポーツ顕彰制度やスポーツ保険補
助金制度のさらなる周知と活用を図
られたい。

　対　象　市内小学生

■子どもスポーツ安全保険補助金

　内　容　１人＠1,450円/年額を助成

交流を図ることができた。

ルフ大会を開催し、市内スポーツクラブの

■スポーツ顕彰制度

やぶらぶマラソン、イヌワシ駅伝では、

２）市体協の表彰規程を作成した。

１）本年度は該当なし

■スポーツ団体への活動支援

３）関西ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ（2021年）

平成30年3月　養父市実行委員会が設立

有効に活用したい。

・昨年度は約400人の助成を行った。高水準の

■健康・スポーツ活動の推進体制の整備

連携し事業を実施する。

１）競技スポーツの振興と健康づくりの両面

　課等との連携事業として、体力測定会など
の健康づくりの普及、
推進事業を展開する。

Ｂ
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○ 【 担当課 自己評価 】 

○ 【 教育委員会  評価】    

１　本年度の教育推進の重点 ○ 【外部評価委員会評価】
 

達成状況 外部評価委員会による評価自己点検・評価委員会による評価取　組　内　容 達成状況 担当課評価・改善の方策

評価者の別

生涯スポーツセンター ○印

平成３０年度（平成２９年度対象）　養父市教育委員会評価調書

推進の重点 「元気な養父市～ひとり1スポーツで健康づくり～」を進める

２　　本年度の推進の重点を具体化した事業

４　評価項目ごとの評価 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成で
きなかった　Ｄ目標が達成できなかった）

達成状況

●年間を通したスポーツイベントや教室などの開催及び地域でのスポーツ活動推進への支援

●生涯スポーツ・健康づくりの推進

●施設の適正管理と安全対策

３　自己評価結果 （Ａ目標が達成できた　Ｂ目標が概ね達成できた　Ｃ目標が余り達成できなかった　Ｄ目標が達成できな
かった）

　評　　価　　項　　目　

ある。

ＡＡ

利用率100％の施設もあり、スポーツ
施設が有効に活用されている。プー
ルや健康支援施設は、目的に応じて
自由に活用できるため利用しやすい
運営ができている。各施設が市民の
健康管理の拠点となっているので、
必要な改修等を計画的に実施し、今
後も適正な維持管理に努めていただ
きたい。

スポーツによる健康づくりに対する市民
の意識は向上しており、市内のスポーツ
施設がたいへん有効に活用されている。
年齢や目的に応じて利用しやすい施設運
営がなされており、好評を得ている。施
設の維持管理については適切に行われて
おり、今後も計画的な維持管理、改修等
をしていただきたい。

について検討する。

４

市民が生涯にわたってそれぞ
れの年齢や体力、目的などに
応じて、いつでも、どこで
も、誰でも気軽にスポーツを
楽しむことができる環境づく
りに努める。

常に快適な状態で利用できるよう、施設の管内

　今後、省エネを目的とした照明機器のLED化

　　の管理運営

Ｂ

用されるよう、モニタリングや運営協議会を 行う運営協議会や毎月のモニタリングにより

定期的に実施するとともに、必要な改修を行 管理指導に努めた。

　　　　　り、地域に密着した施設の管理運

〔おおやＢ＆Ｇ海洋センター等施設〕 〔おおやＢ＆Ｇ海洋センター等施設〕

　管理者　代表　全但バス㈱ 　第３期２年目として、引き続き地域密着型の

　期　間　平成28～32年度（３期目５年間） スポーツ施設として積極的に自主事業等を展開

　概　要　自主事業や積極的なＰＲ活動によ しており、B＆G財団の評価制度で５年連続最高

■スポーツ施設の維持管理と運営 ■スポーツ施設の維持管理と運営

１）指定管理施設の管理運営 １）募集時の要項や協定書に基づき、適正な

い施設の適正管理に努める。

　概　要　天候に左右されない運動施設とし ・常に快適な状態で利用できるよう、施設

　　　　　営に努める。

の「特Ａ」を獲得した。

　指定管理施設が効果的・効率的に市民に活 施設管理や運営が図られているか、定期的に

　　　　　ての特性を活かし、年間を通じて 設備の補修や管内清掃、外部の環境整備に

　　　　　安全・安心にスポーツ・交流活動 努めた。

　　　　　ができるよう、適切な施設維持と ・アリーナ面（グラウンド面）については、

２）全天候運動場施設の管理運営 ２）全天候運動場施設の管理運営

　　　　　管理運営に努める。 年３回業者による不陸整正作業を行い、安全

で快適な利用提供に努めた。

プール会員が減少している。

・施設全体について、建設や改修等から年数が

経過していることに伴い、施設改修等の計画を

作成し、計画に基づき改修等行っていく予定で

３）養父市都市公園（つるぎが丘公園）施設 ３）養父市都市公園（つるぎが丘公園）施設

　概　要　温水プール、健康増進施設等を利 ・指定管理から直営になり、適切な管理運営や

　　の管理運営

　　　　　用する市民の健康づくり活動への

　　　　　支援と、公園内施設の美観も含め 清掃や周辺の景観等維持管理に努めた。

　　　　　適切な施設維持と管理運営に努める。 ・健康支援施設は利用者が増加傾向であるが、
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